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「全力あいさつ」を合言葉に、全
教職員の共通実践により全校
的なあいさつ指導を行い、進ん
であいさつができる子に育て
る。

C

挨拶を年間の重点目標とし
た結果、児童も85％が肯定
的評価をした。保護者の肯
定的評価は65％となってい
る。教員の取り組みは評価
が高い。

学校の重点目標とする取り
組みは継続して行い、保護
者にも児童の姿を評価して
もらえるように、取り組み
を発信していく。

B
Ａ：１名

Ｂ：５名
C：２名
Ｄ：０名

校長が先頭に立って挨拶を
しているので、自然と良い
空気が出ている。校庭廊下
での挨拶は元気な声が返っ
てくる。学校外の挨拶は不
足。保護者評価が低い要因
を調べることが必要であ
る。

学校が一体になって共通実
践を進める。
地域との連携も進めることを
視野に入れる。

優しい言葉遣い、校内美化の
徹底（かかとの揃った靴箱）、時
間を守るなど、ていねいな立ち
振る舞いを心がける。

C

丁寧な立ち居振る舞いは継
続的に指導してきた結果、児
童、教員の評価は９0%を超え
た。保護者評価は５０%であ
り、学びの姿は学校外では出
ていないと考えられる。

挨拶の指導と並行し、お互い
を尊重する姿勢を具体化す
るものとして、優しい言葉遣
いを身に付ける環境を整え
る。

B
Ａ：１名

Ｂ：５名
C：１名
Ｄ：○名

全体的に言葉遣いは良い。
取り組んでいるのだと思う
が、あまり感じない。
家庭内でも丁寧に会話する
ことが望まれる。

一日一日の積む重ねと粘り
強い指導で、言語環境の改
善を図る。家庭でも丁寧な立
ち居振る舞いについて協働
して指導できるようにしてい
く。

「いじめは絶対に許さない」毅
然とした態度で指導するととも
に、年４回のいじめに関するア
ンケートの実施や、「学校いじ
め対策委員会」の開催等によ
り、いじめの未然防止、早期発
見、即時対応に努める。

A

いじめアンケートの実施にと
どまらず、各ケースを丁寧に
精査し組織的対応をしたこと
で、児童・保護者・教員の肯
定的評価はすべて９０%以上
である。

３３名の児童が下位評価であ
る。全ての児童が安心して学
校生活を送るためには、アン
ケートに加えて教員のアンテ
ナを高くしていくことも重要で
あるので、いじめに関する研
修を引き続き計画的に行う。

A
Ａ：５名

Ｂ：３名
C：０名
Ｄ：０名

「いじめはだめ」のポス
ター作りなど積極的に取り
組みしている。先生方はよ
く努力をしている。
いじめは永遠の課題。引き
続き取り組んでほしい。

いじめの未然防止、早期発
見、組織的対応は児童の安
心できる学校生活には必須
である。研修を行い、今後も
児童の安心を保障していく。

電子黒板やタブレット端末等の
ICT機器を活用した授業を推進
する。また、習熟度別算数少人
数指導の推進や、放課後算数
教室を開催し、基礎的な学力
の定着を図る。

B

校内研究はＩＣＴを活用した
学びを主題にした。教員のス
キルは向上しており、授業で
の活用も進んでいる。児童・
教員の肯定的評価は９０％を
超えている。

児童は活用できていると感じ
ているのだが教員は学びを
支える活用がもっと必要と評
価している。引き続き研修を
進めながらよりよい活用を組
織的に進めていく。

A
Ａ：５名

Ｂ：４名
C：０名
Ｄ：０名

ICT機器は子供の方が早く
慣れるので使いこなせてい
る。教員も努力している。
課題は教員のスキルアッ
プ。
基本的な学力はどうか。検
証したい。

ＩＣＴの効果的な活用場面を
研究によって探ってきてい
る。知見をもとにさらに学力
向上のための方策を探り進
める。
基本的学力の定着は日々の
学習によって育てる。

「分かる授業・考える授業」をめ
ざし、教員が互いに授業を見合
い見せ合い、切磋琢磨すること
で授業改善を進める。成長する
児童の姿で保護者からの信頼
を得る。

B

例年児童の学ぶ意欲を高め
る活動を行ってきている
が、特に今年度は児童評価
が高くなった（３年度同項
目の児童Ａ評価は３２％→
今年度Ａ評価６３％）。９
５％の児童が肯定的評価を
している。

児童にとってわかる授業
は、学校生活の中で重要で
ある。引き続き、児童の意
欲を喚起する学習のあり方
を探り、学ぶ喜びをもつこ
とのできる授業をしてい
く。

B
Ａ：２名

Ｂ：５名
C：２名
Ｄ：０名

わかる授業に一生懸命取り
組んでいると思う。
児童の評価が高いので、これ
からも頑張ってほしい。児童
評価が上がっている要因の
分析が必要。
お任せするのみ。明るい表情
の子供たちに期待する。

分かる授業、考える授業はこ
れからの学校には必要であ
る。教えるから学ぶへの学習
の転換を図るため教員も研
修に努める。

休み時間の外遊びを推奨し、
日常的に体を動かす習慣を身
につけさせる。また、体育授業
の充実を図り、進んで運動する
児童を育てる。

B

休み時間の外遊びは教員自
らが外に出ることによって
定着しつつある。教員の肯
定的評価は100％である。
児童はまだ意識は薄く、
60％の肯定的評価にとど
まっている。

教員が進んで外に出ること
は効果的であるので継続す
る。学年学級を超えた交流
も有効と考えられるので、
企画・実施していく。

B
Ａ：２名

Ｂ：６名
C：０名
Ｄ：０名

教員と児童のコミュニケーショ
ンづくりに休み時間ごとに外
に出るのは有効であるが、教
員の体力の負担がないか心
配である。
外遊びをして体力をつけてほ
しい。
児童はどうしてそう考えてい
るか分析は必要。

外遊びを活性化するための
一番の方策は時間と場所の
保障なので、これからもそ
の確保に努める。児童評価
の低さの原因は不明だが、
今後明らかにしていくとと
もに対応策を計画実行す
る。

学校公開・授業参観の開催、
年２回の学校評価の実施、毎
月１回の学校便りやHPの更新
により、学校情報をきめ細かく
発信し、保護者や地域との連携
を深める。

B

連携の在り方はHP.学校だ
より、学校評価等を通じて
行っている。また、メール
配信システムを活用して適
宜情報を提供したことで
90％の肯定的評価を得た。

必要な情報提供続けていく
とともに、必要な情報を精
査する。また、一部情報の
提供の遅れによる不安の声
をあるので、必要な情報を
もれなく提供するよう組織
的に対応する。

B
Ａ：３名

Ｂ：４名
C：１名
Ｄ：０名

授業でタブレットを子供が使
うなど、学校公開を通じて時
代の変化を感じた。
コロナのメールなど積極的に
発信してくれているので良い
と思う。反面、学年単位での
お知らせは少ないと感じる。

コロナ対策の情報提供はで
きる範囲で行っている。
児童の姿の公開は保護者評
価にも直接結びつくもので
あるので、感染対策を進め
つつ、公開していくように
する。

セーフティ教室や交通安全教
室・自転車講習を開催するとと
もに、ＰＴＡ等による登校時の見
守りや、校長のパトロールの実
施等により、登下校時の交通事
故や校外での犯罪被害の防止
を図る。

A

校長によるパトロールは保
護者にも好評である。校外で
の安全は定期的に指導して
いるため肯定的評価は三者
とも90％を超えている。

登下校の安全、地域の安全
は学校はもとより、地域・
保護者・学校が一体となっ
て進めていく必要がある。
外部組織との連携をしなが
ら安全な生活を保障してい
く。

A
Ａ：５名

Ｂ：２名
C：１名
Ｄ：０名

登下校安全は学校側の対応
ができており評価できる。地
域の協力での対応が不十分
と思われる。
自転車の乗り方についてもう
少し指導が欲しい。
大勢の子供たちの安全を見
守っていただき感謝してい
る。

月に１回の登下校の安全指
導を継続して行うととも
に、必要に応じて行うよう
にする。
歩行、自転車の乗り方は学
校での指導とともに、保護
者への啓発と地域の見守り
で指導できるようにした
い。

子供家庭支援ｾﾝﾀｰや立川
児相等の外部機関との連携や
校内委員会、特別支援教育ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀ、教育支援員、ｽｸｰﾙｶ
ｳﾝｾﾗｰの活用を図り、全ての児
童が安心して充実した学習活
動ができるようにする。

B

スクールカウンセラーや子
ども家庭支援センターとの
連携は進めていることは評
価されている。しかしなが
ら、一部子ども家庭支援セ
ンターとの連携を強化して
ほしいとの声もあった。

保護者は学校が諸機関と連
携していることを知りなが
らもその具体的なことは知
らないこともあるので、啓
発をするとともに、学校が
課題を抱え込まずに連携を
強化しながらよりよい児童
の教育の場を作るようにす
る。

B
Ａ：２名

Ｂ：５名
C：１名
Ｄ：０名

地域で子供を育てることが大
事。積極的にやっていきた
い。
学校現場はとてもよくできて
いると思う。
外部機関との連携強化は教
員の負担を少なくするために
も必要と考える。

関係諸機関との連携は適宜
行っており、評価されてい
るので継続していく。
地域と連携した指導は学校
だけではなく、PTA,支会と
も連携できるとよい。
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